
令和2年度　館林市斎場指定管理者評価シート

１　基本情報

２　利用状況

令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度

1,246 1,055 1,021 1,038 1,196

856 930 942 1,000 993

266 342 375 393 422

３　評価

番号 評価

1 B

2 B

3 B

4 B

5 B

6 B

7 B

8 B

9 Ａ

10 B

11 B

評価基準

評価 評価要素

Ａ 優れている(協定書等を遵守し、市の要求水準を上回っている)

Ｂ 適正である(協定書を遵守し、市の要求水準を満たしている)

Ｃ さらに努力が必要である(協定書等を遵守しているが、市の求める要求水準を満たすために改善が必要である)

Ｄ 改善すべき点がある(業務に不履行があり、適正な実施に向けた改善策を検討している状況)

Ｅ 改善すべき点が多い(業務に不履行が多く、計画や体制の抜本的な改革が必要)

B

新型コロナ対策において、火葬受入体制や公共施設としての利用制限など、状況が刻々と変わる中の対応が求められた。市との連絡や協議が

以前に増して密にとられ、かつ情報収集、提供も多くあり、公共性や公平性の維持に貢献できていた。また、地元雇用の推進に努めた。

サービスの向上又は充実を図るための方策の

実施状況

接遇その他のサービス向上を図るための対応策は

適切に実施できているか。

Wi－Fiの設置に加え、新型コロナ対策を行い利用者の

安心利用の向上に努めた。

利用者からの苦情等への対応状況

利用者等からの要望、意見等への対応及び苦情の

処理体制については、適切なマニュアルを整備

し、また、適正に実施できているか。

苦情やトラブルの未然防止に向け、懸念事項について

市との協議や提案があった。苦情、クレーム等の対応

も社会通念上適正であった。

地域等への配慮 地域への配慮、貢献はできているか。

引継雇用や地元雇用を実施したほか、葬祭業者との意

見交換会を実施。再委託事業の委託先には地元企業を

活用していた。

総合評価 総評

個人情報管理の実施状況
個人情報の取扱いについては適切なマニュアルを

整備し、また、適正な管理が実施できているか。

本社「個人情報保護方針」に則り、その重要性の認識

があり、流出等についてのリスクヘッジは適正だっ

た。

環境への配慮
環境指針を定め、施設全体の省エネルギーに努め

ているか。

副葬品についての対応を協議し、設備への影響と使用

者の心情のバランスの取れた対応を決めた。

安全対策の実施状況
安全対策については、適切なマニュアルを整備

し、また、適正に実施できているか。

新型コロナ対策についても、市との協議を重ね、現状

に沿って適宜柔軟に対応していた。

施設の管理運営体制(勤務場所･人員体制ロー

テーション･指揮命令系統)の状況

適正な管理が確保できる体制で実施できている

か。また、緊急事態に対応可能な指揮命令系統で

実施できているか。

管理上必要な資格を有する者を適切に配置しており、

職員の配置、法人としての研修方針に基づく研修も実

施していた。

施設使用許可の実施状況
使用許可の重要性を認識し、適正に実施できてい

るか。

利用者・葬祭業者のニーズの把握に努め、市と密な協

議調整を重ねたうえで、適正に実施していた。

施設の維持管理の実施状況
施設の管理業務及び修繕の重要性を認識し、適正

に実施できているか。

施設の長寿命化方針を理解し、現場での現状報告や改

善策について提案のうえ、対応していた。

火葬業務の実施状況
業務の目的及び重要性を認識し、適正に実施でき

ているか。

火葬業務、炉前業務が滞ることなく実施され、停滞の

危惧される点について協議や改善実施があった。

施設使用者の平等使用確保についての対応状

況

正当な理由無く使用者の施設の利用を拒んだり、

またその使用について不当な差別的取扱いをして

いないか。

平等使用の確保のため、安全性・公共性を客観的な視

点からとらえ、社会通念に沿った使用者対応をしてい

た。

評価理由

業務内容 火葬業務および、葬祭式場の管理・貸館業務

所管課 市民環境部市民課

火葬炉(体)

小動物焼却炉(頭)

式場(回)

評価項目 評価内容

指定管理委託料 ３３，０８２，０００円　(令和２年度分)

施設設置条例の名称 館林市斎場条例

施設の設置目的 市民のための、火葬、葬儀を行う総合葬儀施設

施設名称 館林市斎場

指定管理者名 たてばやし斎苑管理グループ

指定管理期間 平成３１年４月１日～令和４年３月３１日（３年間）


